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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 5,254 1.3 322 △62.0 484 △44.0 338 △43.1

2024年３月期第３四半期 5,184 8.8 850 △3.4 864 △5.2 595 △5.2

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 43.85 -

2024年３月期第３四半期 77.19 -

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 19,451 13,140 67.6

2024年３月期 18,621 13,086 70.3

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 13,140百万円 2024年３月期 13,086百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 - 15.00 - 15.00 30.00

2025年３月期 - 16.00 -

2025年３月期（予想） 17.00 33.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 7,850 △14.3 750 △64.0 900 △57.0 639 △45.6 82.71

１．2025年３月期第３四半期の業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 7,779,900株 2024年３月期 7,779,900株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 48,242株 2024年３月期 60,642株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 7,725,796株 2024年３月期３Ｑ 7,714,758株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により、大きく異なる可能性があります。業績予想に

関する事項については、添付資料２ページ「１．経営成績等の概況（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧下さい。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しています。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期累計期間における国内経済は、雇用・所得環境が改善する中で緩やかな回復が続くことが期待され

る動きが見られました。ただし中国経済の先行き懸念はリスク要因であり、世界的な金融引締めの継続も海外景気

の下振れが我が国の景気を下押しする可能性があるため、物価上昇や金融資本市場の変動などの影響に注視が必要

な情勢です。

このような状況の下、当社は中期経営計画の基本方針に沿って、引き続き生産ソリューション提供の拡大による

事業構造の変革、新技術の開発、製造合理化等による一層の業績改善に注力してまいりました。この結果、当第３

四半期の経営成績及び財政状態は以下のとおりとなりました。

　機能材料事業部門は、医薬・医療関連材料の堅調な需要とディスプレイ関連材料の需要が回復基調となりその結

果、売上高は2,233,881千円（前年同四半期比16.9％増）となりました。

　医薬事業部門は、第２四半期まで下期出荷予定の生産活動に注力しており販売が低調となりましたが、当第３四

半期は量産ステージ及び開発ステージで販売が好調に推移しました。しかしながら当年第３四半期累計額は前年を

下回りました。その結果、売上高は2,026,737千円（前年同四半期比5.0％減）となりました。

　バイオ事業部門は、第２四半期に引き続き量産ステージ製品が堅調な需要・販売となりましたが、開発ステージ

製品の販売が軟調となり、売上高は994,208千円（前年同四半期比12.9％減）となりました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は5,254,828千円（前年同四半期比1.3％増）、営業利益は322,920

千円（前年同四半期比62.0％減）、経常利益は484,376千円（前年同四半期比44.0％減）、四半期純利益は338,750

千円（前年同四半期比43.1％減）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

　当第３四半期会計期間末における流動資産は7,603,783千円となり、前事業年度末に比べて954,766千円減少いた

しました。これは主に仕掛品が580,319千円増加した一方で、売掛金が1,410,163千円減少したことによるものであ

ります。

　固定資産は11,848,034千円となり、前事業年度末に比べて1,784,952千円増加いたしました。これは主に設備の

取得等で有形固定資産が1,921,830千円増加したことによるものであります。

　この結果、総資産は19,451,818千円となり、前事業年度末に比べて830,186千円増加いたしました。

（負債）

　当第３四半期会計期間末における流動負債は2,074,245千円となり、前事業年度末に比べて894,551千円減少いた

しました。これは主にその他流動負債が161,874千円増加した一方で、未払法人税等が1,104,220千円減少したこと

によるものであります。

　固定負債は4,237,512千円となり、前事業年度末に比べて1,671,526千円増加いたしました。これは主に資金調達

により長期借入金が831,758千円及びその他固定負債が839,536千円それぞれ増加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は、6,311,758千円となり、前事業年度末に比べて776,975千円増加いたしました。

（純資産）

　当第３四半期会計期間末における純資産合計は13,140,060千円となり、前事業年度末に比べて53,211千円増加い

たしました。これは主に四半期純利益計上等により利益剰余金が99,254千円増加したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当第３四半期累計期間の業績や市況の変化を織り込んだ販売予想など総合的に勘案し、2025年３月期の通期業績

予想を見直すことといたしました。

　売上面では機能材料事業部門でディスプレイ関連材料の需要回復の影響もあり好調に推移するものの、医薬事業

部門およびバイオ事業部門では期首に想定していた需要が低調となり、新規案件の獲得が低調となったため当初予

想を下回る見込みとなりました。また、利益面では減収に伴う減益および研究開発費の増額を行ったことから、当

初予想を下回る見込みとなりました。

　詳細につきましては、2025年２月14日公表の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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（単位：千円）

前事業年度
(2024年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,311,547 3,124,350

売掛金 2,626,048 1,215,884

製品 364,327 411,572

仕掛品 1,411,085 1,991,405

原材料及び貯蔵品 742,916 708,778

その他 102,625 151,793

流動資産合計 8,558,550 7,603,783

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,714,273 3,554,370

機械装置及び運搬具（純額） 1,416,066 1,328,723

土地 1,847,067 2,248,076

建設仮勘定 1,345,577 3,089,746

その他（純額） 151,806 175,705

有形固定資産合計 8,474,791 10,396,621

無形固定資産 53,426 48,141

投資その他の資産 1,534,864 1,403,271

固定資産合計 10,063,081 11,848,034

資産合計 18,621,632 19,451,818

負債の部

流動負債

買掛金 300,153 330,372

１年内返済予定の長期借入金 658,347 807,407

未払法人税等 1,168,991 64,771

賞与引当金 276,874 145,806

受注損失引当金 416 -

その他 564,012 725,887

流動負債合計 2,968,796 2,074,245

固定負債

長期借入金 1,311,719 2,143,477

退職給付引当金 326,043 326,274

その他 928,223 1,767,760

固定負債合計 2,565,986 4,237,512

負債合計 5,534,782 6,311,758

純資産の部

株主資本

資本金 1,995,106 1,995,106

資本剰余金 1,905,698 1,904,424

利益剰余金 9,068,906 9,168,161

自己株式 △67,638 △53,812

株主資本合計 12,902,073 13,013,880

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 184,775 126,180

評価・換算差額等合計 184,775 126,180

純資産合計 13,086,849 13,140,060

負債純資産合計 18,621,632 19,451,818

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

売上高 5,184,980 5,254,828

売上原価 3,411,397 3,743,454

売上総利益 1,773,582 1,511,373

販売費及び一般管理費 922,757 1,188,453

営業利益 850,824 322,920

営業外収益

受取利息及び配当金 4,971 5,598

助成金収入 7,090 157,404

その他 7,762 11,535

営業外収益合計 19,825 174,538

営業外費用

支払利息 5,562 12,873

その他 449 207

営業外費用合計 6,012 13,081

経常利益 864,637 484,376

特別利益

固定資産売却益 1,149 4,169

特別利益合計 1,149 4,169

特別損失

固定資産除却損 2,668 3,575

特別損失合計 2,668 3,575

税引前四半期純利益 863,119 484,971

法人税、住民税及び事業税 1,041,976 54,549

法人税等調整額 △774,335 91,671

法人税等合計 267,640 146,221

四半期純利益 595,478 338,750

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

　当社の事業は、事業セグメントの集約基準に基づいてこれらを集約し、「有機化学品の研究・開発・生産ソリュー

ション事業」を単一の報告セグメントとしております。そのため、セグメント情報を省略しております。

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

前第３四半期累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 675,643千円 661,249千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月14日

神戸天然物化学株式会社

取締役会　御中

有限責任　あずさ監査法人

　神戸事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 堀内　計尚

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

公認会計士 齊藤　幸治

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている神戸天然物化学株式会社の2024年４月１日から2025年

３月31日までの第41期事業年度の第３四半期会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期累計期

間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書

及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等

の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四

半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさ

せる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されて

いる。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ

の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ

る。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

- 6 -

神戸天然物化学㈱(6568)2025年３月期 第３四半期決算短信



（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていない

と信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場

合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四

半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が

国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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